
(57)【要約】

電磁信号を受信し励起するための進歩したデジタルアン

テナモジュール（ＡＤＡＭ）である。ＡＤＡＭ　ＡＳＩ

ＣはモノリシックＳｉＧｅ装置に完全な受信機／励起装

置機能を統合し、直接デジタル－ＲＦ（無線周波数）と

ＲＦ－デジタル変換を可能にしている。本発明は比較装

置の優れたオフセット方法による改良されたアナログデ

ジタル変換器（ＡＤＣ）10を含んでいる。ＡＤＣアーキ

テクチャ10は、入力信号を受信する第１の回路12、14と

、各前置増幅器の出力の加重されたユニット電流源66を

有する予め定められた数の前置増幅器60を使用して予め

定められた数のしきい値を設定する第２の回路18と、入

力をしきい値と比較する第３の回路20とを含んでいる。

好ましい実施形態では、ＡＤＣ10はトリム可能な電流源

66を含んでいる。本発明のＡＤＣ10はまた改良された比

較装置回路62を含んでいる。この比較装置62は、捕捉時

間を増加し再生時定数を減少するためのスプリット負荷

抵抗の対Ｒ２５（アクチブモード）とＲ２６および対Ｒ

２４（アクチブモード）とＲ４９と、再生ノードの容量

負荷を減少するためラッチ対抵抗Ｑ６１およびＱ６２上
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ の 回 路 （ 12、 14） と 、
　 予 め 定 め ら れ た 数 の 前 置 増 幅 器 （ 60） を 含 み 、 そ れ ら の 各 前 置 増 幅 器 は そ の 出 力 に お い
て 加 重 さ れ た ユ ニ ッ ト 電 流 ソ ー ス （ 66） を 有 し て い る 予 め 定 め ら れ た 数 の し き い 値 を 設 定
す る 第 ２ の 回 路 （ 18） と 、
　 前 記 入 力 を 前 記 し き い 値 と 比 較 す る 第 ３ の 回 路 （ 20） と を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す
る ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 入 力 は 差 動 入 力 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ３ の 回 路 （ 20） は そ れ ぞ れ １ つ の 前 置 増 幅 器 （ 60） に 接 続 さ れ て い る 予 め 定 め ら れ た
数 の 比 較 装 置 （ 62） を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） は さ ら に 前 記 し き い 値 を ト リ ム す る た め の 第 ４ の 回
路 （ 40） を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ４ の 回 路 （ 40） は ト リ ム 可 能 な 電 流 源 （ 66） を 含 ん で い る 請 求 項 ４ 記 載 の ア ナ ロ
グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ４ の 回 路 （ 40） は ト リ ム 可 能 な デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 （ 32） を 含 ん で い る 請 求
項 ４ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 比 較 装 置 （ 62） は 、
　 ス プ リ ッ ト 負 荷 抵 抗 の 対 Ｒ ２ ５ （ ア ク チ ブ モ ー ド ） お よ び Ｒ ２ ６ と 、 抵 抗 の 対 Ｒ ２ ４ （
ア ク チ ブ モ ー ド ） と Ｒ ４ ９ と 、
　 抵 抗 Ｒ ２ ６ お よ び Ｒ ４ ９ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る ラ ッ チ 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ １ お よ び
Ｑ ６ ２ と 、
　 ラ ッ チ 対 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ １ お よ び Ｑ ６ ２ 上 の そ れ ぞ れ の エ ミ ッ タ ホ ロ ワ ー バ ッ フ ァ Ｑ
８ ７ お よ び Ｑ ８ ５ と 、
　 抵 抗 Ｒ ２ ５ お よ び Ｒ ２ ４ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る カ ス コ ー ド ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ ４ お よ
び Ｑ １ １ ９ と を 含 ん で い る 請 求 項 ３ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） は さ ら に 前 記 第 ３ の 回 路 （ 20） に 後 続 す る ラ ッ チ （
22） と エ ラ ー 補 正 （ 24） を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） は さ ら に 前 記 第 ３ の 回 路 （ 20） に 後 続 し て 配 置 さ れ
た パ イ プ ラ イ ン グ レ ー エ ン コ ー ダ （ 26） を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変
換 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） は ３ ６ Ｇ Ｓ ／ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ナ ロ グ
デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ 10） は ５ ビ ッ ト の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 で あ る 請 求 項
１ 記 載 の ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 磁 通 信 シ ス テ ム 、 特 に 直 接 デ ジ タ ル 合 成 （ Ｄ Ｄ Ｓ ） お よ び 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ
） 信 号 の 直 接 デ ジ タ ル 化 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 お よ び 将 来 の 応 用 で は 、 空 間 ベ ー ス の レ ー ダ は 軽 い 重 量 お よ び 小 さ い 容 積 で 高 性 能
を 必 要 と す る 。 例 え ば ２ ０ ０ ８ 年 ま で に 、 こ の よ う な シ ス テ ム は 合 成 開 口 レ ー ダ （ Ｓ Ａ Ｒ
） 、 地 上 移 動 タ ー ゲ ッ ト 指 示 （ Ｇ Ｍ Ｔ Ｉ ） 、 航 空 機 上 の 移 動 タ ー ゲ ッ ト 指 示 （ Ａ Ｍ Ｔ Ｉ ）
、 デ ジ タ ル 地 勢 仰 角 検 出 （ Ｄ Ｔ Ｅ Ｄ ） 、 お よ び そ の 他 の マ ル チ イ ン テ リ ジ ェ ン ス （ Ｉ Ｎ Ｔ
） 機 能 の よ う な 多 数 の タ ス ク を 処 理 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。 現 在 の シ ス テ ム は ス ト ー
ブ 煙 突 の よ う な 狭 く 焦 点 を 結 び 、 単 一 の 機 能 を 行 わ せ る よ う に す る 傾 向 が あ る 。 さ ら に 、
こ れ ら の シ ス テ ム の ペ イ 負 荷 は 平 方 メ ー ト ル 当 り ４ ｋ ｇ 程 度 （ 今 日 の シ ス テ ム よ り も ３ 倍
軽 い ） の 重 量 密 度 と 、 約 １ ５ ０ ０ ： １ （ 典 型 的 な 圧 縮 比 は 現 在 ３ か ら ５ 対 １ ） の 容 積 圧 縮
を 有 す る こ と が 必 要 と さ れ て い る 。 潜 在 的 な 消 費 者 は （ 予 算 の 縮 小 を 考 慮 し て ） 今 日 実 現
で き る よ り も 低 価 格 で 全 て の こ れ ら の 改 良 の 必 要 性 を 強 調 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 の ス ペ ー ス ベ ー ス の レ ー ダ シ ス テ ム は 統 合 さ れ た 受 信 機 と 励 起 装 置 を 含 ん で い る 。
こ れ ら の 解 決 策 は 多 数 の 独 立 し た 位 相 セ ン タ （ 典 型 的 に ８ よ り も 少 数 ） を 必 要 と せ ず 、 マ
ル チ Ｉ Ｎ Ｔ ミ ッ シ ョ ン を 実 行 す る 必 要 が な く 、 平 方 メ ー ト ル 当 り １ ２ Ｋ ｇ よ り も 軽 い 量 し
か 必 要 と せ ず 、 過 剰 に 広 い 帯 域 幅 を 必 要 と し な い よ う な シ ス テ ム に 適 し て い る 。 さ ら に 今
日 の 受 信 機 の 機 能 の 現 在 の 解 決 策 は （ 空 間 を 限 定 さ れ た ハ ー ド ウ ェ ア で は ） チ ャ ン ネ ル 当
り 約 ＄ １ Ｍ の 価 格 で あ り 、 こ れ は 例 え ば ３ ２ を 超 え る 独 立 し た 受 信 機 を 必 要 と す る シ ス テ
ム に は 許 容 さ れ な い 。 し た が っ て 、 現 在 の ハ ー ド ウ ェ ア は 高 価 で 、 か さ ば り 、 重 く 、 比 較
的 特 殊 化 さ れ 、 将 来 の 要 求 を 満 た す に は 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 現 在 の シ ス テ ム よ り も 小 さ く 、 軽 く 、 廉 価 で あ る 電 磁 信 号 の 受 信 お よ び 励
起 す る た め の 改 良 さ れ た シ ス テ ム ま た は 方 法 が 技 術 で 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 技 術 の 要 求 は 本 発 明 の 優 れ た ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ Ａ Ｄ Ｃ ） お よ び 直 接
デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ （ Ｄ Ｄ Ｓ ） ア ー キ テ ク チ ャ に よ り 解 決 さ れ る 。 優 れ た Ａ Ｄ Ｃ ア ー キ
テ ク チ ャ は 、 入 力 信 号 を 受 信 す る た め の 第 １ の 回 路 と 、 各 前 置 増 幅 器 の 出 力 に お い て 加 重
さ れ た ユ ニ ッ ト 電 流 ソ ー ス を そ れ ぞ れ 有 す る 予 め 定 め ら れ た 数 の 前 置 増 幅 器 を 使 用 し て 予
め 定 め ら れ た 数 の し き い 値 を 設 定 す る 第 ２ の 回 路 と 、 入 力 を し き い 値 と 比 較 す る 第 ３ の 回
路 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 方 法 は 、 通 常 の Ａ Ｄ Ｃ の 抵 抗 ラ ダ ー に 関
連 す る Ｒ － Ｃ 時 定 数 を 除 去 し 、 ト リ ム 可 能 な 抵 抗 を 必 要 と せ ず に 個 々 の し き い 値 を 容 易 に
ト リ ム す る 能 力 を 提 供 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ａ Ｄ Ｃ は ト リ ム 可 能 な 電 流 源 を 含 ん
で い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 最 良 の モ ー ド で は 、 本 発 明 の Ａ Ｄ Ｃ は 改 良 さ れ た 比 較 装 置 回 路 を 備 え て い る 。 こ の 優 れ
た 比 較 装 置 は 、 捕 捉 時 間 を 増 加 し 再 生 時 定 数 を 減 少 す る た め の ス プ リ ッ ト 負 荷 抵 抗 と 、 再
生 ノ ー ド の 容 量 性 負 荷 を 減 少 さ せ る た め の ラ ッ チ 対 ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ ホ ロ ワ ー バ ッ
フ ァ と 、 再 生 ノ ー ド か ら 出 力 負 荷 効 果 を 除 去 す る た め に 負 荷 抵 抗 に 結 合 さ れ た カ ス コ ー ド
ト ラ ン ジ ス タ と を 含 ん で い る 。 こ れ ら の 全 て の 改 良 に よ り 、 高 速 度 の 捕 捉 時 間 と 再 生 時 定
数 が 論 理 的 限 界 で あ る ト ラ ン ジ ス タ の 順 方 向 転 位 時 間 の 程 度 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 磁 波 信 号 を 受 信 し 励 起 す る た め の 進 歩 し た デ ジ タ ル ア ン テ ナ モ ジ ュ ー ル （ Ａ Ｄ Ａ Ｍ ）
と し て 構 成 さ れ る と き 、 Ａ Ｄ Ａ Ｍ 用 途 特 定 集 積 回 路 （ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ ） は モ ノ リ シ ッ ク シ リ コ ン
ゲ ル マ ニ ウ ム （ Ｓ ｉ Ｇ ｅ ） 装 置 に 完 全 な 受 信 機 ／ 励 起 装 置 機 能 を 統 合 し 、 直 接 デ ジ タ ル －
Ｒ Ｆ （ 無 線 周 波 数 ） お よ び Ｒ Ｆ － デ ジ タ ル 変 換 を 可 能 に す る 。 し た が っ て 、 こ こ で 開 示 す
る 技 術 は 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 比 較 方 法 に よ る 改 良 さ れ た ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （
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Ａ Ｄ Ｃ ） を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 優 れ た Ｄ Ｄ Ｓ ア ー キ テ ク チ ャ は 、 変 換 器 の 異 な る 非 線 形 を デ ジ タ ル 的 に ト リ ム す る 能 力
に よ り デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 （ Ｄ Ａ Ｓ ） 構 造 の 既 存 の 正 確 性 と ダ イ ナ ミ ッ ク な 限 定 を 克
服 す る 。 さ ら に 、 ト ラ ン ジ ス タ の 自 己 加 熱 が 変 換 器 の ダ イ ナ ミ ッ ク 範 囲 に 与 え る 制 限 を 解
決 す る デ ジ タ ル ア ル ゴ リ ズ ム が 実 行 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 お よ び 例 示 的 な 応 用 を 本 発 明 の 有 効 な 考 察 を 説 明 す る た め に 添 付 図 面 を
参 照 し て 説 明 す る 。 　
　 本 発 明 を こ こ で は 特 定 の 応 用 の 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ
れ な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 こ こ で 与 え ら れ た 考 察 を 利 用 す る 当 業 者 は 、 そ の 技
術 的 範 囲 内 お よ び 本 発 明 が 非 常 に 有 効 で あ る 付 加 的 な 分 野 に お い て 付 加 的 な 変 形 、 応 用 、
実 施 形 態 を 認 識 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 モ ノ リ シ ッ ク Ｓ ｉ Ｇ ｅ 装 置 に 完 全 な 受 信 機 ／ 励 起 装 置 機 能 を 統 合 し 、 直 接 デ
ジ タ ル － Ｒ Ｆ （ 無 線 周 波 数 ） と Ｒ Ｆ － デ ジ タ ル 変 換 を 可 能 に す る 進 歩 し た デ ジ タ ル ア ン テ
ナ モ ジ ュ ー ル （ Ａ Ｄ Ａ Ｍ ） で あ る 。 受 信 機 能 は 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 方 法 を 有 す る 改
良 さ れ た フ ラ ッ シ ュ ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 （ Ａ Ｄ Ｃ ） と 、 改 良 さ れ た 高 速 度 比 較 装 置 と
を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 受 信 機 セ ク シ ョ ン は ２ ８ ｐ ｓ 解 像 度 の 真 の デ ジ タ ル 時 間 遅 延 が 後
続 す る ５ ビ ッ ト フ ラ ッ シ ュ Ａ Ｄ Ｃ 10と 、 デ ジ タ ル フ ィ ル タ お よ び デ シ メ ー シ ョ ン セ ク シ ョ
ン 80と 、 レ ー ザ 変 調 器 の １ 組 の 駆 動 装 置 か ら な る 。 図 １ は Ａ Ｄ Ｃ 10の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
示 さ れ て い る よ う に 、 Ａ Ｄ Ｃ 10は ２ つ の シ ン グ ル エ ン ド サ ン プ ル お よ び 保 持 （ Ｓ ／ Ｈ ） 回
路 12お よ び 14を 使 用 す る 差 動 入 力 を 有 し て い る 。 各 サ ン プ ラ は 所 望 の 周 波 数 範 囲 に わ た っ
て 利 得 の ロ ー ル オ フ を 最 小 に す る た め に 広 い 入 力 帯 域 幅 を 有 し て い る 。 好 ま し い 実 施 形 態
で は 、 改 良 さ れ た ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ サ ン プ リ ン グ ゲ ー ト ア ー キ テ ク チ ャ は こ の 性 能 を 実
現 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ５ ビ ッ ト の Ａ Ｄ Ｃ 10は 高 い 入 力 帯 域 幅 を 得 る た め に 進 歩 し た フ ロ ン ト エ ン ド ア ー キ テ ク
チ ャ 16を 使 用 す る 。 こ の フ ロ ン ト エ ン ド ア ー キ テ ク チ ャ 16は ア ク チ ブ な オ フ セ ッ ト ブ ロ ッ
ク 18と 比 較 装 置 ブ ロ ッ ク 20と を 含 ん で い る 。 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 技 術 は ２ Ｎ － １ の
高 速 度 比 較 装 置 に よ り サ ン プ ル さ れ る ２ Ｎ － １ の 別 々 の 信 号 レ ベ ル に 信 号 を 分 割 し 、 こ こ
で Ｎ は ビ ッ ト の 数 で あ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｎ ＝ ５ で あ り 、 ３ １ 個 の 比 較 装 置 を 生
じ る 。 こ れ は 古 い 直 線 の フ ラ ッ シ ュ お よ び 折 畳 み ／ 補 間 ア ー キ テ ク チ ャ 中 に 存 在 す る 受 動
的 な 基 準 抵 抗 ラ ダ ー の ス キ ュ ー と 帯 域 幅 制 限 を 除 去 す る 。 改 良 さ れ た 高 速 度 比 較 装 置 ア ー
キ テ ク チ ャ は ク ロ ッ ク 変 換 レ ー ト を 満 た す の に 必 要 な 要 求 さ れ る 捕 捉 時 間 と 再 生 時 間 と を
実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 比 較 装 置 20に 後 続 す る 随 意 選 択 的 な ラ ッ チ 22お よ び エ ラ ー 補 正 手 段 24は ビ ッ ト 誤 り 率 （
Ｂ Ｅ Ｒ ） を 減 少 す る た め に 挿 入 さ れ る 。 エ ラ ー 補 正 手 段 24に 後 続 し て 、 パ イ プ ラ イ ン グ レ
ー エ ン コ ー ダ 26が コ ー ド 依 存 エ ラ ー を 最 少 に す る た め に 二 進 エ ン コ ー ダ の 代 わ り に 構 成 さ
れ る 。 ラ ッ チ 28と 駆 動 装 置 30が グ レ ー エ ン コ ー ダ 26に 後 続 し 、 出 力 は デ ジ タ ル 遅 延 、 整 合
さ れ た フ ィ ル タ お よ び デ シ メ ー シ ョ ン 回 路 80（ 図 ８ に 示 さ れ て い る ） に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 説 明 す る 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の Ａ Ｄ Ｃ 10は さ ら に 、 比 較 装 置 の し き い 値 パ ス の 差 動 お
よ び 一 体 の Ｄ Ｃ エ ラ ー を 最 少 に す る た め の 線 形 ト リ ム 回 路 40を 含 ん で い る 。 好 ま し い 実 施
形 態 で は 、 線 形 ト リ ム 回 路 40は ト リ ム 可 能 な デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 32を 含 ん で い る 。 制
御 装 置 34は デ ジ タ ル シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｄ Ｓ Ｉ ） 36と オ ン チ ッ プ レ ー ザ リ ン ク Ｒ
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Ｏ Ｍ 38を 介 し て 較 正 Ｄ Ａ Ｃ 32を 外 部 で 制 御 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 デ ジ タ ル シ リ ア
ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 36は 相 補 型 金 属 酸 化 膜 半 導 体 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） 中 に 構 成 さ れ て い る 。 し か
し な が ら 、 本 発 明 は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 技 術 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ａ Ｄ Ｃ 10は ま た 基 準 信 号 Ｖ Ｒ Ｅ Ｆ を 増 幅 し 、 そ れ を マ ス タ ー バ イ ア ス お よ び ブ ロ ッ ク バ
イ ア ス 回 路 44へ 送 信 す る 増 幅 器 42を 含 ん で い る 。 マ ス タ ー バ イ ア ス お よ び ブ ロ ッ ク バ イ ア
ス 回 路 44は 他 の ブ ロ ッ ク に よ り 必 要 と さ れ る バ イ ア ス 信 号 を 提 供 す る 。 Ａ Ｄ Ｃ 10は ま た ク
ロ ッ ク バ ッ フ ァ 46と 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 回 路 ブ ロ ッ ク に 供 給 す る タ イ ミ ン グ 回 路 48を 含 ん で
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 改 良 さ れ た フ ラ ッ シ ュ Ａ Ｄ Ｃ 10は 、 比 較 装 置 の 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 方 法 に よ る 差
動 量 子 化 装 置 を 含 ん で い る 。 典 型 的 な Ｎ ビ ッ ト フ ラ ッ シ ュ Ａ Ｄ Ｃ で は 、 ２ Ｎ － １ の し き い
値 ま た は 量 子 化 或 い は Ｑ レ ベ ル が 存 在 す る 。 各 ２ Ｎ － １ の し き い 値 は ２ Ｎ － １ の 比 較 装 置
の 入 力 の １ つ で ゼ ロ 交 差 に よ り 設 定 さ れ る 。 入 力 信 号 は こ れ ら の 各 し き い 値 に 対 し て 同 時
に 比 較 さ れ 、 信 号 が 各 ２ Ｎ － １ の 比 較 装 置 の 基 準 と 比 較 さ れ る 場 所 に 基 づ い て 、 デ ジ タ ル
ワ ー ド に 符 号 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 の Ａ Ｄ Ｃ は シ ン グ ル エ ン ド の 入 力 と 静 止 抵 抗 分 割 器 ラ ダ ー に よ り 設 定 さ れ る ２ Ｎ － １
の 比 較 装 置 基 準 、 ま た は ダ イ ナ ミ ッ ク な 差 動 直 列 抵 抗 ラ ダ ー を 有 す る 差 動 入 力 の い ず れ か
に よ り 設 計 さ れ て い る 。 シ ン グ ル エ ン ド 方 法 は 共 通 モ ー ド 電 圧 変 化 を 処 理 す る こ と が 困 難
で あ る た め 欠 点 を 有 し て い る 。 し か し な が ら 差 動 入 力 ラ ダ ー は 直 列 抵 抗 ラ ダ ー を 通 る 入 力
の Ｒ － Ｃ 時 定 数 の た め に 速 度 が 遅 い 。 本 発 明 の 方 法 は 差 動 入 力 を 維 持 し な が ら 、 Ｒ ― Ｃ の
問 題 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ ａ は 、 ８ 個 の 前 置 増 幅 器 お よ び 比 較 装 置 を 有 す る （ 飽 和 検 出 に 対 し て １ つ の ） ３ ビ
ッ ト Ａ Ｄ Ｃ の フ ロ ン ト エ ン ド ア ー キ テ ク チ ャ を 示 し て い る 。 差 動 入 力 抵 抗 は 入 力 と 、 ２ Ｎ

－ １ 前 置 増 幅 器 60の 入 力 に 並 列 に 接 続 さ れ て い る 差 動 信 号 と の 両 者 か ら 除 去 さ れ て い る 。
し き い 値 は 各 ２ Ｎ － １ 前 置 増 幅 器 出 力 の 加 重 さ れ た ユ ニ ッ ト オ フ セ ッ ト 電 流 源 64ま た は 66
（ 図 ２ ｂ と ２ ｃ に 示 さ れ て い る ） に よ り 設 定 さ れ て お り 、 こ れ は 前 置 増 幅 器 の 利 得 に よ り
分 割 さ れ 、 各 入 力 に お い て 異 な る ゼ ロ 交 差 を 与 え る 。 図 ２ ｂ は 、 オ フ セ ッ ト 電 流 源 64を 示
し て お り 、 図 ２ ｃ は 、 線 形 ト リ ム 66を 有 す る オ フ セ ッ ト 電 流 源 を 示 し て い る 。 そ れ 故 、 入
力 信 号 が 変 化 す る と き 、 各 前 置 増 幅 器 60の 出 力 は 異 な る ゼ ロ 交 差 し き い 値 を 有 す る 。 前 置
増 幅 器 の 出 力 は １ つ の 比 較 装 置 62を そ れ ぞ れ 駆 動 し 、 信 号 は そ の 後 、 そ れ が 前 置 増 幅 器 の
出 力 状 態 に 関 す る 場 所 に 基 づ い て デ ジ タ ル 的 に 符 号 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 方 法 は 、 差 動 信 号 を 維 持 し な が ら 、 Ａ Ｄ Ｃ に 対 し て
高 い 帯 域 幅 を 可 能 に す る 。 Ａ Ｄ Ｃ で 高 い 入 力 帯 域 幅 を 実 現 す る た め に 、 ｄ ｃ 基 準 を 有 す る
シ ン グ ル エ ン ド 入 力 は 基 準 レ ベ ル を 設 定 す る 差 動 直 列 抵 抗 ラ ダ ー を 有 す る 差 動 入 力 よ り も
望 ま し い 。 本 発 明 は 差 動 入 力 を 維 持 す る が 、 比 較 装 置 に 対 す る 異 な る し き い 値 を 発 生 す る
た め に 直 列 抵 抗 ラ ダ ー の 必 要 性 を な く す 。 代 わ り に 、 ｄ ｃ オ フ セ ッ ト は ２ Ｎ － １ の 前 置 増
幅 器 毎 の 出 力 で 誘 起 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 前 置 増 幅 器 の 回 路 図 で あ る 。 差 動 入 力 Ｖ Ｉ
Ｎ Ｐ と Ｖ Ｉ Ｎ Ｎ は そ れ ぞ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ と Ｑ ９ の ベ ー ス へ 入 力 さ れ る 。 Ｑ １ ０ と Ｑ
９ の コ レ ク タ は 抵 抗 Ｒ １ ８ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ ４ の エ ミ ッ タ へ 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ３
４ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は バ イ ア ス 信 号 Ｐ Ｓ ＿ Ｐ Ａ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ９ の エ ミ ッ タ
は Ｑ ５ ６ の ベ ー ス と 抵 抗 Ｒ １ ４ に よ り Ｑ ３ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ の エ ミ ッ
タ は Ｑ ５ ３ の ベ ー ス と 抵 抗 Ｒ ６ １ に よ り Ｑ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ３ お よ び Ｑ
８ の ベ ー ス は バ イ ア ス 信 号 Ｖ Ｂ １ Ｐ １ に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ は 抵 抗 Ｒ ５ ３ お よ び Ｒ １ に よ
り そ れ ぞ れ Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ３ と Ｑ ５ ６ の エ ミ ッ タ は そ れ ぞ れ 抵 抗 Ｒ ３ ６ と
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Ｒ ３ ８ に よ り Ｑ １ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ベ ー ス は Ｖ Ｂ １ Ｐ １
Ｂ に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ は 抵 抗 Ｒ ３ ０ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ３ の コ レ ク タ
は Ｑ ４ １ の コ レ ク タ と Ｑ ２ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ４ １ の エ ミ ッ タ は オ フ セ ッ ト
ま た は ト リ ム 電 流 源 64ま た は 66に よ り 供 給 さ れ る 信 号 Ｉ Ｏ Ｓ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ６
の コ レ ク タ は Ｑ ４ ０ の コ レ ク タ と Ｑ ０ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ４ ０ の エ ミ ッ タ は
オ フ セ ッ ト ま た は ト リ ム 電 流 源 に よ り 供 給 さ れ る 信 号 Ｉ Ｏ Ｓ Ｐ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ の
コ レ ク タ は Ｑ ６ の ベ ー ス と 抵 抗 Ｒ ０ と ダ イ オ ー ド Ｄ １ に よ り Ｑ ２ ６ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ
て い る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ は シ ョ ッ ト キ ー ダ イ オ ー ド で あ る 。 し か
し な が ら 、 本 発 明 は シ ョ ッ ト キ ー ダ イ オ ー ド の 使 用 に 限 定 さ れ な い 。 ダ イ オ ー ド 接 続 の ト
ラ ン ジ ス タ を 含 む 任 意 の ダ イ オ ー ド が 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 Ｑ ０ の コ レ ク タ は Ｑ ４ の
ベ ー ス と 抵 抗 Ｒ ３ ３ と ダ イ オ ー ド Ｄ １ に よ り Ｑ ２ ６ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ ６
の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｐ Ｓ ＿ Ｐ Ａ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ４ と Ｑ ６ の コ レ ク タ は 抵 抗 Ｒ
５ １ に よ り Ｐ Ｓ ＿ Ｐ Ａ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ４ の エ ミ ッ タ は Ｑ ４ ５ の ベ ー ス お よ び コ レ ク
タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６ の エ ミ ッ タ は Ｑ ４ ６ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る
。 Ｑ ４ ５ お よ び Ｑ ４ ６ の エ ミ ッ タ は そ れ ぞ れ Ｖ Ｏ Ｐ と Ｖ Ｏ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ０ と Ｑ
２ の ベ ー ス は Ｑ ３ ５ の エ ミ ッ タ と Ｑ ３ ７ の コ レ ク タ お よ び ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ３
５ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｑ ２ ６ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ３ ７ の エ ミ ッ タ は ダ
イ オ ー ド Ｄ ２ に 接 続 さ れ 、 そ れ に 接 続 さ れ た 抵 抗 Ｒ ６ ２ が Ｑ ２ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て
い る 。 Ｑ ４ ０ と Ｑ ４ １ の ベ ー ス は Ｒ ６ ２ を 介 し て Ｑ ２ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ
２ ８ の エ ミ ッ タ は Ｒ ５ ５ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ へ 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ ８ 、 Ｑ ２ １ 、 Ｑ ２ ２ の ベ ー
ス は Ｖ Ｂ １ Ｐ １ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ １ の エ ミ ッ タ は 並 列 抵 抗 Ｒ ５ ９ と Ｒ ６ ０ に よ り Ｖ
Ｎ Ｓ へ 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ ２ の エ ミ ッ タ は 並 列 抵 抗 Ｒ ５ ７ と Ｒ ５ ８ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続
さ れ て い る 。 Ｑ ２ １ の コ レ ク タ は Ｒ ５ ０ に よ り Ｖ Ｏ Ｐ に 接 続 さ れ 、 Ｑ ２ ２ の コ レ ク タ は Ｒ
４ ９ に よ り Ｖ Ｏ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 前 置 増 幅 器 の 出 力 は 前 置 増 幅 器 の 負 荷 抵 抗 中 の 異 な る オ フ セ ッ ト 電 流 （ Ｉ Ｏ Ｓ Ｎ と Ｉ
Ｏ Ｓ Ｐ ） に よ り オ フ セ ッ ト さ れ る 。 前 置 増 幅 器 の 出 力 （ ゼ ロ 交 差 し き い 値 ） は 飽 和 の た め
に － ３ Ｉ Ｒ 、 － ２ Ｉ Ｒ 、 ― Ｉ Ｒ 、 ０ 、 ＋ Ｉ Ｒ 、 ＋ ２ Ｉ Ｒ 、 ＋ ３ Ｉ Ｒ 、 ＋ ４ Ｉ Ｒ に よ り オ フ
セ ッ ト さ れ る 。 Ｒ は 前 置 増 幅 器 の 負 荷 抵 抗 Ｒ ０ ま た は Ｒ ３ ３ で あ り 、 Ｉ は ユ ニ ッ ト オ フ セ
ッ ト 電 流 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 オ フ セ ッ ト 電 流 源 64の 図 で あ る 。 ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ に 直 列 接 続 さ れ て い
る ３ つ の 抵 抗 の １ ６ の セ ッ ト は 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 １ ６ の セ ッ ト は 、 ｛ Ｒ ３ 、 Ｒ ９ 、
Ｒ ７ 、 Ｑ １ ０ ｝ 、 ｛ Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ０ 、 Ｒ １ １ 、 Ｑ １ ５ ｝ 、 ｛ Ｒ ５ ８ 、 Ｒ ６ ０ 、 Ｒ ５ ９ 、 Ｑ
１ ６ ｝ 、 ｛ Ｒ ６ １ 、 Ｒ ６ ３ 、 Ｒ ６ ２ 、 Ｑ １ ７ ｝ 、 ｛ Ｒ ６ ４ 、 Ｒ ６ ６ 、 Ｒ ６ ５ 、 Ｑ ２ ０ ｝ 、
｛ Ｒ ６ ７ 、 Ｒ ６ ９ 、 Ｒ ６ ８ 、 Ｑ １ ９ ｝ 、 ｛ Ｒ ７ ０ 、 Ｒ ７ ２ 、 Ｒ ７ １ 、 Ｑ １ ８ ｝ 、 ｛ Ｒ ７ ３
、 Ｒ ７ ５ 、 Ｒ ７ ４ 、 Ｑ ２ １ ｝ 、 ｛ Ｒ ７ ６ 、 Ｒ ７ ８ 、 Ｒ ７ ７ 、 Ｑ ２ ２ ｝ 、 ｛ Ｒ ７ ９ 、 Ｒ ８ １
、 Ｒ ８ ０ 、 Ｑ ２ ３ ｝ 、 ｛ Ｒ ８ ２ 、 Ｒ ８ ４ 、 Ｒ ８ ３ 、 Ｑ ２ ５ ｝ 、 ｛ Ｒ ８ ５ 、 Ｒ ８ ７ 、 Ｒ ８ ６
、 Ｑ ２ ４ ｝ 、 ｛ Ｒ ８ ８ 、 Ｒ ９ ０ 、 Ｒ ８ ９ 、 Ｑ ２ ６ ｝ 、 ｛ Ｒ ９ １ 、 Ｒ ９ ３ 、 Ｒ ９ ２ 、 Ｑ ２ ７
｝ 、 ｛ Ｒ ９ ４ 、 Ｒ ９ ６ 、 Ｒ ９ ５ 、 Ｑ ２ ８ ｝ 、 ｛ Ｒ ９ ７ 、 Ｒ ９ ９ 、 Ｒ ９ ８ 、 Ｑ ２ ９ ｝ で あ る
。 各 セ ッ ト の 第 １ の 抵 抗 は Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス は Ｖ Ｒ Ｅ Ｆ
に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ 、 Ｑ １ ５ 、 Ｑ ２ ８ 、 Ｑ ２ ９ の コ レ ク タ は Ｉ ４ Ｐ に
接 続 さ れ 、 電 流 ＋ ４ Ｉ を 発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ７ 、 Ｑ ２ ０ 、 Ｑ ２ ７ の コ レ ク タ は Ｉ
３ Ｐ に 接 続 さ れ 、 電 流 ＋ ３ Ｉ を 発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ９ 、 Ｑ １ ８ の コ レ ク タ は Ｉ ２
Ｐ に 接 続 さ れ 、 電 流 ＋ ２ Ｉ を 発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ １ の コ レ ク タ は Ｉ １ Ｐ に 接 続 さ
れ 、 電 流 ＋ Ｉ を 発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ ２ の コ レ ク タ は Ｉ １ Ｎ に 接 続 さ れ 、 電 流 － Ｉ
を 発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ ３ 、 Ｑ ２ ５ の コ レ ク タ は Ｉ ２ Ｎ に 接 続 さ れ 、 電 流 － ２ Ｉ を
発 生 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ６ 、 Ｑ ２ ４ 、 Ｑ ２ ６ の コ レ ク タ は Ｉ ３ Ｎ に 接 続 さ れ 、 電 流 －
３ Ｉ を 発 生 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 電 流 は 値 に お い て 負 で あ る が 、 こ れ ら が 進 む 入
力 （ Ｉ Ｏ Ｓ Ｎ 、 Ｉ Ｏ Ｓ Ｐ ） に 基 づ い て 、 ＋ ／ － オ フ セ ッ ト を 生 成 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 通 常 の Ａ Ｄ Ｃ の 抵 抗 ラ ダ ー に 関 連 す る Ｒ － Ｃ 時 定 数 を 除 去 す る こ と に 加 え て 、 本 発 明 の
ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト 方 法 は ト リ ム 可 能 な 抵 抗 を 必 要 と せ ず に 容 易 に 個 々 の し き い 値 を ト リ
ム す る 能 力 を 可 能 に す る 。 理 想 的 な Ａ Ｄ Ｃ で は 、 ２ Ｎ － １ し き い 値 は 等 し く 間 隔 を 隔 て ら
れ た 量 子 化 レ ベ ル で 設 定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 実 際 に は 、 不 整 合 の た め に 非 線 形 が 存 在
す る 。 こ れ ら の エ ラ ー は 優 れ た 線 形 ト リ ム 方 法 を 使 用 し て 取 出 さ れ る こ と が で き る 。 小 さ
い ト リ ム 可 能 な 電 流 は 前 置 増 幅 器 の 出 力 の ゼ ロ 交 差 し き い 値 を 動 か す た め に 前 置 増 幅 器 60
の 負 荷 抵 抗 Ｒ ０ と Ｒ ３ ３ を 横 切 っ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 考 察 に し た が っ た 線 形 ト リ ム 66を 有 す る オ フ セ ッ ト 電 流 源 を 示 し て い
る 。 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 図 ４ の オ フ セ ッ ト 電 流 源 の 各 ト ラ ン ジ ス タ は エ ミ ッ タ で
付 加 的 な 抵 抗 お よ び ト リ ム 抵 抗 回 路 68に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 ト リ ム 抵 抗 回 路 68を 示 し て い る 。 直 列 の ４ つ の 抵 抗 ｛ Ｒ ２ ５ 、 Ｒ ２ ６ 、 Ｒ ２ ４
、 Ｒ ２ ３ ｝ は Ｒ Ｅ と Ｒ Ｔ の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 直 列 の ２ つ の 抵 抗 ｛ Ｒ ４ と Ｒ １ ０ ｝ は Ｒ
Ｅ と Ｖ Ｎ Ｓ ＿ Ｔ Ｒ Ｉ Ｍ の 間 で 、 直 列 の ４ つ の 抵 抗 ｛ Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ３ 、 Ｒ １ ４ ｝ と
、 直 列 の ８ つ の 抵 抗 ｛ Ｒ １ ７ 、 Ｒ １ ８ 、 Ｒ １ ６ 、 Ｒ １ ５ 、 Ｒ ２ ０ 、 Ｒ １ ９ 、 Ｒ ２ １ 、 Ｒ ２
２ ｝ と 並 列 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 置 増 幅 器 の 利 得 に よ り 割 算 さ れ る こ の 小 さ い オ フ セ ッ ト は 非 線 形 エ ラ ー を 除 去 ま た は
最 小 に す る た め に 入 力 で ゼ ロ 交 差 を 効 率 的 に 動 か す 。 こ の 設 計 で は 、 前 置 増 幅 器 の ゼ ロ 交
差 入 力 エ ラ ー は 入 力 オ フ セ ッ ト × 前 置 増 幅 器 の 利 得 か ら 反 対 の 方 向 で 前 置 増 幅 器 の 出 力 で
オ フ セ ッ ト を 導 入 す る こ と に よ り 最 少 に さ れ る こ と が で き る 。 ト リ ム 電 流 ｉ は カ ス コ ー ド
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ １ と Ｑ ４ ０ を 通 っ て 前 置 増 幅 器 の 負 荷 抵 抗 Ｒ ０ と Ｒ ３ ３ の 両 者 に 流 れ る
。 本 発 明 で は 、 電 流 ｉ は レ ー ザ リ ン ク の ヒ ュ ー ズ が 開 か れ た と き 抵 抗 が 変 化 す る こ と に よ
り 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の ト リ ム 電 流 は 電 流 源 （ 電 流 Ｄ Ａ Ｃ ） の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ス イ ッ チ に 接 続 さ れ て い る 抵 抗 を 使
用 し て 実 現 さ れ る こ と が で き る 。 こ れ ら の ス イ ッ チ は （ 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に ） し き
い 値 の デ ジ タ ル 較 正 を 可 能 に す る デ ジ タ ル 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 し て ア ド レ ス さ れ る
。 い ず れ か の 方 法 で は 、 前 置 増 幅 器 の 負 荷 抵 抗 Ｒ に よ り 乗 算 さ れ る ｉ の 変 化 、 デ ル タ ｉ は
前 置 増 幅 器 の 出 力 で デ ル タ 電 圧 オ フ セ ッ ト を 生 成 し 、 そ れ は 入 力 オ フ セ ッ ト エ ラ ー に 対 抗
す る た め に 入 力 へ 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の Ａ Ｄ Ｃ は ま た 優 れ た 比 較 装 置 の ア ー キ テ ク チ ャ を 含 ん で い る 。 Ａ Ｄ Ｃ の 変 換 レ
ー ト は 比 較 装 置 の 捕 捉 お よ び 再 生 速 度 に よ り 限 定 さ れ る 。 こ の 優 れ た 比 較 装 置 ア ー キ テ ク
チ ャ は 速 度 の 性 能 を 改 良 す る た め に 従 来 の ア ー キ テ ク チ ャ を 改 良 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ の ａ お よ び ｂ は 、 本 発 明 に し た が っ て 設 計 さ れ た 比 較 装 置 62を 示 し て い る 。 入 力 Ｖ
Ｉ Ｎ Ｐ と Ｖ Ｉ Ｎ Ｎ は そ れ ぞ れ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ０ と Ｑ ３ の ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ０ と
Ｑ ３ の エ ミ ッ タ は Ｑ ５ １ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ １ の ベ ー ス は Ｖ Ｂ １ Ｐ １ Ｂ に
接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ は 抵 抗 Ｒ ５ ７ を 介 し て Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ０ の コ レ ク タ は Ｑ
５ ４ と Ｑ ５ ５ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ３ の コ レ ク タ は Ｑ １ お よ び Ｑ ２ の エ ミ ッ タ
に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ と Ｑ ５ ５ の コ レ ク タ は Ｑ ６ １ お よ び Ｑ ６ ２ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ
て い る 。 Ｑ ６ １ の コ レ ク タ は 直 列 の Ｒ ２ ６ と Ｒ ２ ５ と に よ り Ｑ ６ ４ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ
て い る 。 Ｑ ６ ２ の コ レ ク タ は 直 列 の Ｒ ４ ９ と Ｒ ２ ４ と に よ り Ｑ １ １ ９ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ
れ て い る 。 Ｑ ６ ４ と Ｑ １ １ ９ の コ レ ク タ は そ れ ぞ れ Ｒ １ ３ と Ｒ １ ４ に よ り Ｖ Ｐ Ｓ ７ Ｐ ５ に
接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ４ の コ レ ク タ は Ｒ ２ ６ と Ｒ ２ ５ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ２ の コ
レ ク タ は Ｒ ４ ９ と Ｒ ２ ４ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 Ｑ ５ ４ と Ｑ ２ の ベ ー ス は Ｑ １ １ ７ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ５ と Ｑ １ の ベ ー ス
は Ｑ １ １ ８ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ７ の ベ ー ス は Ｃ Ｌ Ｋ Ｎ に 接 続 さ れ 、 Ｑ １
１ ８ の ベ ー ス は Ｃ Ｌ Ｋ Ｐ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ７ と Ｑ １ １ ８ の コ レ ク タ は Ｒ ４ ４ に よ
り Ｑ １ ０ ９ の エ ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ ９ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｑ ９ ３ の エ
ミ ッ タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ９ ３ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｖ Ｐ Ｓ ７ Ｐ ５ に 接 続 さ れ て い
る 。 Ｑ １ １ ７ の エ ミ ッ タ は Ｒ １ ５ に よ り Ｑ ７ ９ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ８ の
エ ミ ッ タ は Ｒ １ ６ に よ り Ｑ ７ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ７ ９ の エ ミ ッ タ は Ｒ ２ ２
に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ７ ８ の エ ミ ッ タ は Ｒ ２ １ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｑ ６ １ の コ レ ク タ は Ｑ ８ ７ の ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６ ２ の コ レ ク タ は Ｑ ８ ５ の ベ
ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ８ ７ と Ｑ ８ ５ の コ レ ク タ は Ｒ ９ に よ り Ｑ ９ ２ の エ ミ ッ タ に 接 続
さ れ て い る 。 Ｑ ９ ２ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｖ Ｐ Ｓ ７ Ｐ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ８ ７ の
エ ミ ッ タ は Ｑ １ １ ５ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ８ ５ の エ ミ ッ タ は Ｑ １
１ ６ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ５ の エ ミ ッ タ は Ｑ ９ ８ の ベ ー ス お
よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ６ の エ ミ ッ タ は Ｑ ９ ７ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に
接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ９ ８ の エ ミ ッ タ は Ｑ ８ ９ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ９ ７ の エ ミ
ッ タ は Ｑ ８ ６ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ８ ９ お よ び Ｑ ８ ６ の エ ミ ッ タ は そ れ ぞ れ Ｒ
１ お よ び Ｒ ２ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ７ ９ 、 Ｑ ７ ８ 、 Ｑ ８ ９ 、 Ｑ ８ ６ の ベ ー ス
は Ｖ Ｂ １ Ｐ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｑ ６ ４ お よ び Ｑ １ １ ９ の ベ ー ス は そ れ ぞ れ Ｒ １ １ お よ び Ｒ ４ ２ に よ り Ｑ ６ ５ の エ ミ ッ タ
に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６ ５ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ は Ｖ Ｐ Ｓ ７ Ｐ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ
６ ５ の エ ミ ッ タ は Ｒ ４ ３ に よ り Ｑ １ ０ １ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６
７ の エ ミ ッ タ は Ｑ ６ ８ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６ ８ の エ ミ ッ タ は Ｑ
６ ９ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ６ ９ の エ ミ ッ タ は Ｑ １ ０ ８ の コ レ ク タ
に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ ８ の エ ミ ッ タ は Ｒ ３ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｑ ６ ４ の コ レ ク タ は Ｑ ５ ６ の ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ １ ９ の コ レ ク タ は Ｑ ５ ７ の
ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５ ６ と ５ ７ の コ レ ク タ は Ｒ １ ２ に よ り Ｖ Ｐ Ｓ ７ Ｐ ５ に 接 続 さ
れ て い る 。 Ｑ ５ ６ の エ ミ ッ タ は Ｑ １ ０ ０ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ５
７ の エ ミ ッ タ は Ｑ ９ ９ の ベ ー ス と コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ ０ の エ ミ ッ タ は Ｑ １
０ ５ の ベ ー ス と コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ９ ９ の エ ミ ッ タ は Ｑ １ ０ ４ の ベ ー ス と コ レ
ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ ５ の エ ミ ッ タ は Ｑ １ ０ ３ の ベ ー ス と コ レ ク タ に 接 続 さ れ て
い る 。 Ｑ １ ０ ４ の エ ミ ッ タ は Ｑ １ ０ ２ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０
３ の エ ミ ッ タ は Ｖ Ｏ Ｎ と Ｑ ７ ０ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ １ ０ ２ の エ
ミ ッ タ は Ｖ Ｏ Ｐ と Ｑ ７ ５ の ベ ー ス お よ び コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ７ ０ の エ ミ ッ タ は
Ｑ ５ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｑ ７ ５ の エ ミ ッ タ は Ｑ ５ ９ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て
い る 。 Ｑ ５ ８ と Ｑ ５ ９ の エ ミ ッ タ は そ れ ぞ れ Ｒ ７ と Ｒ ８ に よ り Ｖ Ｎ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。
Ｑ １ ０ ８ と Ｑ ５ ８ と Ｑ ５ ９ の ベ ー ス は Ｖ Ｂ １ Ｐ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 比 較 装 置 62は 性 能 を 強 化 す る ３ つ の 特 性 を 有 し て い る 。 負 荷 抵 抗 対 Ｒ ２ ５ （ ア ク チ ブ モ
ー ド ） と Ｒ ２ ６ お よ び 抵 抗 対 Ｒ ２ ４ （ ア ク チ ブ モ ー ド ） と Ｒ ４ ９ は 分 割 さ れ 、 そ の た め 捕
捉 期 間 中 に 、 カ ス コ ー ド ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ ４ と Ｑ ２ を 介 す る Ｑ ０ と Ｑ ３ の 利 得 は 減 少 さ れ
る が 、 帯 域 幅 は 捕 捉 時 間 を 増 加 す る た め に 増 加 さ れ る 。 ラ ッ チ 時 間 中 、 利 得 は 再 生 速 度 を
増 加 す る （ 再 生 時 定 数 を 減 少 す る ） た め に ラ ッ チ 対 Ｑ ６ １ と Ｑ ６ ２ （ Ｒ ２ ５ と Ｒ ２ ６ は ア
ク チ ブ で あ り 、 Ｒ ２ ４ と Ｒ ４ ９ は ア ク チ ブ で あ る ） で 増 加 さ れ る 。 別 の 利 点 は 再 生 ノ ー ド
（ Ｑ ６ １ と Ｑ ６ ２ の コ レ ク タ ） の 容 量 性 負 荷 を 減 少 す る ラ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ 対 Ｑ ６ １ と Ｑ
６ ２ の エ ミ ッ タ ホ ロ ワ ー バ ッ フ ァ Ｑ ８ ５ お よ び Ｑ ８ ７ の 付 加 で あ る 。 最 後 に 、 出 力 負 荷 効
果 は 再 生 ノ ー ド か ら 除 去 さ れ 、 カ ス コ ー ド の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ ４ と Ｑ １ １ ９ に わ た っ て 取
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出 さ れ る 。 こ れ ら の 全 て の 改 良 に よ り 、 高 速 度 の 捕 捉 時 間 と 再 生 時 定 数 が ト ラ ン ジ ス タ の
順 方 向 転 位 時 間 に 類 似 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ は 論 理 的 限 定 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 優 れ た ア ク チ ブ オ フ セ ッ ト ト リ ム お よ び 改 良 さ れ た 比 較 装 置 は Ａ Ｄ Ｃ が 与 え ら れ た 技 術
で 高 い 入 力 周 波 数 で 動 作 し 、 最 適 な ク ロ ッ ク レ ー ト と 最 適 な 性 能 を 有 す る こ と を 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ５ ビ ッ ト Ａ Ｄ Ｃ 10の 出 力 は ３ ６ Ｇ Ｓ ／ ｓ の 並 列 デ ー タ 流 で あ る 。 こ の デ ー タ 流 は サ ン プ
ル さ れ た Ｒ Ｆ を 表 し 、 通 常 、 高 速 度 信 号 プ ロ セ ッ サ へ の 入 力 で あ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で
は 、 プ ロ グ ラ ム 可 能 な 整 合 フ ィ ル タ と デ シ メ ー シ ョ ン 能 力 が Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ チ ッ プ に
含 ま れ て 処 理 の 負 担 を 減 少 し 、 理 想 的 な Ｉ ／ Ｏ （ 入 力 ／ 出 力 ） パ ス を 与 え る こ と を 助 け る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ は 、 整 合 フ ィ ル タ と デ シ メ ー シ ョ ン 回 路 80を 含 ん で い る Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 受 信
機 セ ク シ ョ ン 100を 示 し て い る 。 こ れ は １ ６ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ を 介 し て 時 系 列 デ ー タ
ワ ー ド に デ マ ル チ プ レ ク ス さ れ る ５ ビ ッ ト デ ー タ 流 を 与 え る 。 レ ジ ス タ 内 の 各 ビ ッ ト は サ
ン プ ル 時 間 を 表 し て い る 。 同 様 の サ ン プ ル 時 間 （ １ 乃 至 １ ６ ） が １ ６ の ５ ビ ッ ト レ ジ ス タ
へ 集 め ら れ 、 こ れ ら は そ の 後 、 加 重 さ れ た 複 素 数 フ ェ ー ザ で 乗 算 さ れ る 。 こ の プ ロ セ ス は
整 合 さ れ た 濾 波 ／ ベ ー ス バ ン ド 化 ／ Ｆ Ｉ Ｒ （ 有 限 イ ン パ ル ス 応 答 ） 濾 波 動 作 の 初 期 ス テ ッ
プ を 行 う 。 乗 算 の 出 力 は Ｉ （ 実 数 ） と Ｑ （ 虚 数 ） に よ り 表 さ れ る 複 素 数 で あ る 。 Ｉ 数 と Ｑ
数 の 加 算 に よ り 、 デ シ メ ー シ ョ ン ／ 濾 波 が 完 了 さ れ 、 複 素 数 ワ ー ド （ ７ ビ ッ ト の 実 数 、 ７
ビ ッ ト の 虚 数 ） が 生 成 さ れ 、 １ つ の ベ ー ス バ ン ド サ ン プ ル を 表 す 。 ワ ー ド の 実 数 部 と 虚 数
部 の 両 者 は ピ ン を 節 約 す る た め に ４ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ デ ー タ 流 に 多 重 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 直 接 Ｒ Ｆ 合 成 さ れ た 励 起 装 置 の サ ブ セ ク シ ョ ン 200が 図 ９ で 特 徴
付 け さ れ て い る 。 図 ９ ａ は 直 接 Ｒ Ｆ の 合 成 さ れ た 励 起 装 置 の サ ブ セ ク シ ョ ン の フ ロ ン ト エ
ン ド 200aを 示 し 、 図 ９ ｂ は バ ッ ク エ ン ド 200bを 示 し て い る 。 直 接 デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー
（ Ｄ Ｄ Ｓ ） 202の 第 １ の 機 能 、 周 波 数 累 算 装 置 204は 周 波 数 発 生 に 必 要 と さ れ る 初 期 積 分 対
ラ ン プ レ ー ト 入 力 か ら の 時 間 を 与 え る 。 こ れ は 位 相 累 算 装 置 206に 与 え ら れ 、 位 相 累 算 装
置 206は （ 直 角 位 相 シ フ ト キ ー イ ン グ ｛ Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ ｝ 、 ２ 相 変 調 等 に 必 要 と さ れ る ） 位 相 お
よ び 位 相 変 調 を 生 成 す る の に 必 要 な 第 ２ の 積 分 を 行 う 。 位 相 累 算 装 置 206の 出 力 は Ｓ Ｉ Ｎ
Ｅ ル ッ ク ア ッ プ 関 数 210を 与 え る 。 こ の 関 数 は 正 弦 波 点 を 発 生 し 、 復 号 ブ ロ ッ ク 212に 供 給
さ れ 、 こ れ は こ れ ら の コ ー ド を デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 （ Ｄ Ａ Ｃ ） 214の デ ジ タ ル 信 号 へ
変 換 す る （ 位 相 か ら 振 幅 へ の 変 換 ） 。 周 波 数 ／ 位 相 累 算 装 置 （ 204、 206） の 桁 上 げ ／ 加 算
フ ォ ー マ ッ ト も ま た 機 能 の 実 行 に 必 要 と さ れ る デ ジ タ ル 回 路 を 非 常 に 減 少 し 、 低 い 電 力 と
小 さ い チ ッ プ サ イ ズ を 結 果 と す る 利 点 を 有 す る 。 桁 上 げ ／ 加 算 出 力 は 桁 上 げ 先 見 加 算 器 （
Ｃ Ｌ Ａ ） 208で 分 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｄ Ａ Ｃ の 単 一 電 流 は 前 述 の Ａ Ｄ Ｃ と 類 似 の 方 法 で ト リ ム さ れ る 。 こ の
ト リ ミ ン グ 技 術 は Ｄ Ａ Ｃ の Ｄ Ｃ 差 動 お よ び 統 合 非 線 形 を 最 小 に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ｄ Ｄ Ｓ の 設 計 で 最 も 挑 戦 的 な 要 求 は 高 い ス パ の な い ダ イ ナ ミ ッ ク 範 囲 （ Ｓ Ｆ
Ｄ Ｒ ） を 維 持 し な が ら 直 接 デ ジ タ ル 合 成 の 帯 域 幅 の マ ル チ Ｇ Ｈ ｚ を 実 現 す る 方 法 で あ る 。
通 常 の Ｄ Ｄ Ｓ の Ｄ Ａ Ｃ の ダ イ ナ ミ ッ ク な 非 線 形 は 高 い 変 換 率 で 使 用 可 能 な ダ イ ナ ミ ッ ク 範
囲 を 限 定 す る 。 優 れ た Ｄ Ｃ 線 形 で さ え も 、 回 路 の 自 己 加 熱 お よ び 寄 生 は 高 速 度 の Ｄ Ａ Ｃ の
ダ イ ナ ミ ッ ク な 過 渡 的 性 能 を 限 定 し 、 そ れ ら の Ｓ Ｆ Ｄ Ｒ を 劣 化 す る 。 本 発 明 の Ｄ Ｄ Ｓ 方 法
は 、 代 理 人 番 号 第 01W185（ 発 明 の 名 称 “ DIGITAL-PHASE TO DIGITAL AMPLITUDE TRANSLATO
R WITH FIRST BIT OFF PRIORITY CODED OUTPUT FOR INPUT TO UNIT WEIGHTED DIGITAL TO
 ANALOG CONVERTER” ） で 十 分 に 説 明 さ れ て い る 優 れ た 正 弦 ル ッ ク ア ッ プ お よ び デ コ ー ダ
設 計 を 使 用 す る こ と に よ り Ｓ Ｆ Ｄ Ｒ を 改 良 し 、 こ れ ら の 内 容 は こ こ で 参 考 文 献 と さ れ て い
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る 。 目 的 は 自 己 加 熱 お よ び 寄 生 応 答 が 各 出 力 サ イ ク ル で ほ ぼ 一 定 で あ る よ う に ほ ぼ ビ ッ ト
的 に ５ ０ ％ の デ ュ ー テ ィ サ イ ク ル を 実 現 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ０ は 、 単 一 の 振 幅 の デ ジ タ ル ト レ ー ス を 理 想 的 な Ｄ Ａ Ｃ 正 弦 波 出 力 と オ ー バ ー レ イ
す る こ と に よ り こ の 設 計 お よ び サ ポ ー ト す る 波 形 を 示 し て い る 。 Ｄ Ａ Ｃ 歪 の こ の デ ジ タ ル
の 解 は 、 Ｘ 帯 域 で の 直 接 デ ジ タ ル 合 成 を 従 来 は Ｌ 帯 域 で の み 実 現 可 能 な Ｓ Ｆ Ｄ Ｒ 性 能 に よ
り 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 方 法 は 単 一 の 電 流 ス イ ッ チ で 最 も 効 率 的 で あ り 、 高 い 分 解 能 の Ｄ Ａ Ｃ は 典 型 的 に デ
コ ー ダ の サ イ ズ を 減 少 す る た め 区 分 化 を 必 要 と す る 。 本 発 明 の Ｄ Ａ Ｃ は そ う で な け れ ば 長
い Ｒ － ２ Ｒ ネ ッ ト ワ ー ク の Ｒ Ｃ 時 定 数 を 最 小 に す る （ 設 定 時 間 お よ び 忠 実 度 を 改 善 す る ）
た め 変 換 器 の 低 い ビ ッ ト を 二 進 お よ び Ｒ － ２ Ｒ セ グ メ ン ト へ 分 割 す る 。 こ の 設 定 時 間 の 改
善 は さ ら に 高 い 信 号 忠 実 度 を 有 す る Ｘ 帯 域 で 合 成 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｄ Ｄ Ｓ の デ ジ タ ル 的 複 雑 性 も 正 弦 振 幅 の １ ２ ビ ッ ト 、 位 相 デ ー タ の ３ ２ ビ ッ ト 、 （ Ｘ 帯
域 の 合 成 に お け る ） ４ ８ Ｇ ｈ ｚ ク ロ ッ ク レ ー ト で 作 動 す る 周 波 数 デ ー タ の ４ ８ ビ ッ ト に お
い て 挑 戦 的 で あ る 。 複 雑 性 は 前 述 し た よ う に 単 一 の パ イ プ 累 算 装 置 に 対 す る 効 率 的 な 読 取
専 用 メ モ リ （ Ｒ Ｏ Ｍ ） 正 弦 ル ッ ク ア ッ プ ア ル ゴ リ ズ ム と 桁 上 げ ／ 加 算 フ ォ ー マ ッ ト に よ り
部 分 的 に 最 少 に さ れ る 。 桁 上 げ ／ 加 算 出 力 は 桁 上 げ 先 見 加 算 器 （ Ｃ Ｌ Ａ ） で 分 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｄ Ａ Ｃ へ ４ ８ Ｇ Ｈ ｚ デ ー タ 流 を 発 生 し 、 Ｒ Ｆ を １ ２ Ｇ Ｈ ｚ ま で
増 進 す る た め に ２ つ の Ｄ Ｄ Ｓ が 時 分 割 多 重 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 許 容 可 能 な 伝 播 遅 延 を
ほ ぼ 二 倍 に す る こ と に よ り 危 険 性 を 減 少 す る 。 こ の ア ー キ テ ク チ ャ は ０ ． ２ 乃 至 ９ Ｇ Ｈ ｚ
の 範 囲 の 周 波 数 で 動 作 す る と き パ ワ ー を 減 少 す る た め に 一 方 の Ｄ Ｄ Ｓ が エ ネ ー ブ ル さ れ 、
他 方 が デ ィ ス エ ー ブ ル さ れ る 帯 域 選 択 モ ー ド も 与 え る 。 さ ら に 励 起 装 置 の 範 囲 全 体 に わ た
っ て ± ０ ． ６ ｄ Ｂ の 振 幅 平 坦 さ を 維 持 す る た め に 、 ２ ビ ッ ト の み の 振 幅 制 御 が 必 要 と さ れ
る 。 こ れ ら の ビ ッ ト は 固 有 の 正 弦 波 ｘ オ ー バ ー ｘ ロ ー ル オ フ の 静 的 補 正 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 受 信 機 の サ ブ セ ク シ ョ ン は ４ つ の 独 立 し た
受 信 チ ャ ン ネ ル を 有 す る 。 こ れ は 幾 つ か の 重 要 な 技 術 的 理 由 に 基 づ い て い る 。 第 １ に 、 レ
ー ダ と 通 信 シ ス テ ム の 両 者 は 送 信 容 量 よ り も 受 信 容 量 を 非 常 に 大 き く す る こ と を 必 要 と す
る 。 例 え ば 偵 察 レ ー ダ シ ス テ ム は 典 型 的 に 電 子 逆 逆 探 （ Ｅ Ｃ Ｃ Ｍ ） 消 去 を 行 う た め に ８ を
超 え る 独 立 し た チ ャ ン ネ ル を 必 要 と す る が 、 送 信 チ ャ ン ネ ル は １ つ し か 必 要 と し な い 。 さ
ら に 、 衛 星 が 必 要 と す る 同 時 的 な マ ル チ Ｉ Ｎ Ｔ （ 即 ち レ ー ダ 、 信 号 イ ン テ リ ジ ェ ン ス ［ Ｓ
Ｉ Ｇ Ｉ Ｎ Ｔ ］ 、 電 磁 波 イ ン テ リ ジ ェ ン ス ［ Ｅ Ｌ Ｉ Ｎ Ｔ ］ 、 通 信 ） 容 量 は ア ン テ ナ ／ 機 能 的
区 画 化 の た め に さ ら に 多 く の 独 立 し た 受 信 チ ャ ン ネ ル を 必 要 と す る 。 （ １ ） イ ン タ ー ナ シ
ョ ナ ル ・ ビ ジ ネ ス ・ マ シ ン （ Ｉ Ｂ Ｍ ） の 次 世 代 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｎ Ｇ Ｔ ） プ ロ セ ス の 使 用 、
（ ２ ） 生 産 対 ダ イ 寸 法 の 考 慮 、 （ ３ ） ヘ テ ロ 結 合 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ （ Ｈ Ｂ Ｔ ） 密 度
、 （ ４ ） バ イ ポ ー ラ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ Ｂ ｉ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） ゲ ー ト 密 度 の よ う な フ ァ ク タ ー を 考 慮 す る
と 、 受 信 の ４ つ の チ ャ ン ネ ル は Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 内 に 構 成 さ れ る よ う に 選 択 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 ダ イ ナ ミ ッ ク な デ ジ タ ル デ ィ ザ リ ン グ は Ａ Ｄ Ｃ と Ｄ Ａ Ｃ の 両 者 の 量 子 化 エ ラ ー
の 相 関 を な く す た め に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 こ の デ ィ ザ リ ン グ は 問 題 と す る 帯 域 幅 外
で 実 行 さ れ る こ と が で き 、 信 号 路 の 信 号 遅 延 に 影 響 し な い 。 こ れ ら の デ ィ ザ リ ン グ 技 術 は
技 術 的 に よ く 知 ら れ て い る 。 デ ィ ザ リ ン グ の プ ロ セ ス に よ り 、 大 き い ア ク チ ブ ア ン テ ナ ア
レ イ は 利 得 の 処 理 に よ り 、 個 々 の ア ン テ ナ 素 子 の ダ イ ナ ミ ッ ク 範 囲 よ り も 数 倍 大 き な 改 良
で あ る 効 率 的 な ダ イ ナ ミ ッ ク 範 囲 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 特 定 の 応 用 の 特 別 な 実 施 形 態 を 参 照 し て こ こ で 説 明 し た 。 本 発 明 の 教 示
を 利 用 す る 当 業 者 は そ の 技 術 的 範 囲 内 で 付 加 的 な 変 形 、 応 用 、 実 施 形 態 を 認 識 す る で あ ろ
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う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ れ 故 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ て い る 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に よ っ て 全 て の こ の よ う
な 応 用 、 変 形 お よ び 実 施 形 態 を カ バ ー さ れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 考 察 に し た が っ て 設 計 さ れ た ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 器 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ ａ 】 ３ ビ ッ ト Ａ Ｄ Ｃ の フ ロ ン ト エ ン ド ア ー キ テ ク チ ャ を 示 す 図 。
【 図 ２ ｂ 】 図 ２ ａ の 前 置 増 幅 器 の オ フ セ ッ ト 電 流 源 を 示 す 図 。
【 図 ２ ｃ 】 図 ２ ａ の 前 置 増 幅 器 の 線 形 ト リ ム を 有 す る オ フ セ ッ ト 電 流 源 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 前 置 増 幅 器 の 回 路 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た オ フ セ ッ ト 電 流 源 の 回 路 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 線 形 ト リ ム を 有 す る オ フ セ ッ ト 電 流 源 を 示
す 回 路 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 線 形 ト リ ム を 有 す る 電 流 源 の ト リ ム 抵 抗 回 路 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ７ ａ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 比 較 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ７ ｂ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 比 較 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 整 合 さ れ た フ ィ ル タ と デ シ メ ー シ ョ ン 回 路 を 含 ん で い る Ａ Ｄ Ａ Ｍ 　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 受
信 機 セ ク シ ョ ン を 示 す 図 。
【 図 ９ ａ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 直 接 Ｒ Ｆ の 合 成 さ れ た 励 起 装 置 の サ ブ セ
ク シ ョ ン の フ ロ ン ト エ ン ド を 示 す 図 。
【 図 ９ ｂ 】 本 発 明 の 教 示 に し た が っ て 設 計 さ れ た 直 接 Ｒ Ｆ の 合 成 さ れ た 励 起 装 置 の サ ブ セ
ク シ ョ ン の バ ッ ク エ ン ド を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 単 一 の デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 を 有 す る Ｄ Ｄ Ｓ 正 弦 ル ッ ク ア ッ プ を 示 す 図 。
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【 図 ２ ｂ 】

【 図 ２ ｃ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ ａ 】

【 図 ７ ｂ 】 【 図 ８ 】

(13) JP 2006-516180 A 2006.6.22



【 図 ９ ａ 】 【 図 ９ ｂ 】

【 図 １ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
のエミッタホロワーバッファＱ８５およびＱ８７と、再生ノードから出力負荷効果を削除するため負荷抵抗に結合す
るカスコードトランジスタＱ６４およびＱ１１９とを含んでいる。好ましい実施形態では、本発明はデジタル的にト
リムされた単一の電流および優れた正弦ルックアップと、高い変換レートの通常のダイナミック範囲限定を克服する
デコーダ設計を有するＤＤＳ／ＤＡＣアーキテクチャ200も含んでいる。
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